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齋 宏  
Introduction.近年の画像診断の進歩により，胆嚢癌の画像的特徴が明らかになってきた。しか
し実際の臨床現場では診断に悩む症例も数多く経験する。胆嚢隆起性病変は，肉眼的に有茎性と





Methods.2000年 4月から 2017年 3月で病変が胆嚢内に限局した 162症例を対象とした。まず ERC
で胆管胆汁細胞診の診断能を検討し，続いて ETGDを留置し初回吸引細胞診の診断能を検討した。
その後 ETGD を用い，洗浄吸引細胞診の診断能を検討した．最後に合併症について検討した。 





した。偶発症は 162例中で閉塞性黄疸が 1 例，急性胆嚢炎が 3 例，急性膵炎が 9例，胆嚢穿孔が

















今回の我々の検討において偶発症は 162例中で閉塞性黄疸が 1 例，急性胆嚢炎が 3 例，急性膵炎
が 9例，胆嚢穿孔が 1 例の合計 14例(8.6％)に認めた。しかし致死的な合併症はなくチューブ抜
去や保存的加療により全例軽快した。 
